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まとめ

• MR拮抗薬は生命予後の改善をもたらす可能性がある。
• MR拮抗薬は高アルドステロン性高血圧に有効であるのみ
ならず、低レニン低アルドステロン、特に高食塩摂取が
改善できない高血圧患者、肥満高血圧に有効である。
• 特にeGFR低下例に使用する場合、eGFR低下・高カリウ
ム血症に注意し、少量から開始するなどの配慮を行う必
要がある。
• eGFRが保たれた状態でアルブミン尿を呈する初期の慢性
腎臓病合併高血圧においてメリットが大きい。



Take-Home message

血圧の数値目標の達成

＋
長期予後を意識した高血圧治療




